
清掃リサイクルセンター21 で火災が起きました 

○ 燃えるごみの貯留ピット 

  
 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 燃えるごみは、1 日に約 150ｔ搬入されます。 

 搬入された燃えるごみは、一旦貯留ピットに 

   貯めておきます。 

 ごみがよく燃えるように、バケット付きクレーンにより 

ほぐして混ぜます。 

（燃えるごみの貯留ピット 高さ 25ｍ 容量 5530 ㎥） 



○ 火災発生 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

令和７年 11 月 5 日 午前 11 時 16 分  

  燃えるごみの貯留ピットより、火災発生 

○発火直後 



○ 放水銃による消火開始 

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

施設職員により、放水銃を用

いた消火活動を開始。 

併せて消防署に連絡、ごみの

受け入れを中止。 

 

○ 放水銃 



○ 消防車の到着  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

午前 11 時 30 分頃、消防車両 3 台とパトカー1 台到着。 

火災状況の確認を開始。 

午後 12 時 10 分に、鎮火を確認。 

午後 1 時より、ごみの受け入れを再開。 



○ 火災調査開始 

 

 

 

 

 

  

 

 

午後 1 時より、消防職員による火災調査を開始。 



○ 不適切なごみを発見 

 

 

 

 

 

○発火原因といたしましては、燃えるごみの中に 

リチウムイオン電池等の不適切なごみの混入による 

ものと推察されます。 

燃えるごみの中に、不適切なごみを確認。 

 （空き缶、コイル及び基盤など） 



 

  

 

 

 

 

 

皆様へのお願い 

「家庭の資源とごみの分別ガイドブック」を 

ご参照いただきまして、不適切なごみの混入がないよう、 

ごみ分別の徹底をお願い致します。 

また、清掃リサイクルセンター21 におきましては、 

今回の火災発生を鑑みまして、今後、なお一層の 

展開検査の実施を図ってまいりますので、 

皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

※展開検査とは、搬入されるごみを広げて、手作業で 

燃えないごみや他自治体のごみ等が入ってないかの 

確認を行う検査です。 


